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日立 OE ジャー炊飯器 

取扱説明書•料理集 

RZ - CG 10 J お/ RZ - CG 18 J お面 
RZ - CD 10 J お/ RZ - CD 18 J お 

〈保認 ま 巧き〉保な S は 巧 表紙こけいてし、まず。 
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このたぴは日立距〇ジャーか巧器をお R い上げいただを、まことにありがとラございまず。 
ご巧用になる巧にこの巧の巧明 g をお巧みになり、正しくお巧いください。 

お玩みになつたおとは、大切に巧巧し、必曼なとさにお巧みくださし、。 

巧な窗はがず r お巧い上げ曰•巧巧店名 J などのな入をご確な K ださい。 







處眩似 sm 固!勘固^ 


〇/—ンで選べる ra つの巧をかた J ) 



標準（白米) 



とにか < おいし < 巧をたい, 
おいし<巧をたい 
とにか<急いで巧をたい 


極上か巧は、じつくりと時巧をかけてお米の巧みと化0を引を出しなびらなさ上げまず。 

樣華（白米）な巧は出巧るだけ時巧をかけずにおいしく、快速な巧はとにかくをいで巧をたいと 
をに、とシーンやお巧みに合わせてコースをおおびいただけまず。 

ホ防ま.巧を上びるまで的 80 巧〜 120 分かか 0 まず • 巧にや■での々度がおずずめでず， 


を尼!大义力の 

5 IHS 2 -ワイドインバーター 


< RZ — CG 10 J お/ RZ - CG 1 BJm > 

巧がま巧巧と側面下巧に拓■した4つの IH ( 1400 W ) 
と俩面上部の IH (800 W ) を2つのインパーターで、 
巧置に切り»えなびら巧がまを包み込むよラに放熱し 
まず， 

さ5にワイドイン/てーターで巧义から強乂まで乂她滅 
して巧を上1ブまず。 


ホパ巧センヴー巧載 


ふた巧に E ■した r ホ外巧センヴー J によ0巧びまの 
中の巧巧を面巧巧0、ミ巧の巧巧センヴーととをに 
通度をチェックしながら义伽滅し、か■でも满■でも 
おいしくかを上げまず， 


ク IJ アコートステンレスポデイー 


<RZ - CG 1 0 JJJ ^/ RZ - CG 1 8 J おのみ > 

お手入れしやずいクリアコートステンレスのポディー 
でず。 


を巧大义力の 

2 IH & ワイドイン バーター 


< R 之— CD 10 J お/ RZ - CD 1 8 Jm > 

巧びまほ巧と规面下部に拓■した2つの IH ( 1 400 W ) 
で、巧びまを包み込むように放熱しまず。 

を5にワイドインバーターで巧义か5強义まで义谢減 
して巧を上1ブまず。 


とつ手がをデインプル巧がま 


ディンフルおげにより、全巧大火力 IH の熱巧巧)巧よ 
くお米に伝えまず。 

とつ手付きなので、巧びまの巧り扱し化ラクラクでず。 


ミ堯えるふた如お饭 


ふたの巧面び、はずせて洗えまず • 


S 
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哀をのためがずお巧 t ) < だをい 


この儀器は一腹家庭用でず。業務用にはお使いにな5ないでください。 


A 醫告 

このち示を巧規して誤った巧 0 のいをずる 
と、入び巧!!:または ■« を負ラ巧能性び巧 
をさむる巧容を示していまず， 


么ま意 

この巧示を巧巧して巧った取 0 巧いをずる 
と> 人びを負う巧巧なび巧定される內 
容および巧的。奋のみの発をび巧定される 
巧容を示していまず， 


絵表示について 

この取扱が明•およびが品への巧示では、巧品を巧 
をに正しくお巧いいたださ、巧なたや化の人々への 
を》や財度への携»を未がに巧止ずるためにいろい 
ろなお巧示をしていまず。 

そのを示と憲巧はちのぶラになつています， 

巧容をよく班巧してから本文をお巧みください， 


A 警告 

がおはしない / cr \ 

巧巧な術を公外の人は、 oy 

巧巧に分解したり、巧理をしない ザ wwn ： 

火が•巧電-けびの巧因 
修理はお两い上げの巧巧巧または曰な家電品 
のおち健ご巧おな□にご巧巧ください。 

フラグの巧や巧の取巧部分にほこりび A 
巧している胎はよく泣く V 

义がの巧因 ノー言"'^^ 

吸巧□-餅巧□やずき問にビンやれを ^ 
などのを厲巧等、異巧を入れない 
巧■や巧巧動作によるけがの巧因 

巧巧 □ 

定裕1已 A 似上のコンセこ 
巧用ずる 

他のお具と供用ずる A 
と分なコンセント巧 W 
の巧巧発熱による発 1^ 
乂の巧因 1^ 

ノトを単巧で ^ 

( l 5 AlU ±) 

フラグはコンセントの巧までしっか0 A 
差し込む V 

発な-义がの原因 

子供だけで巧用させたり、か巧の手の へ 
届くところで巧用しない へ^ 

巧« • やけど-けびの原因 

めれた手でプラグの 
巧さ差しはしない 
巧■の巧因 

1 

解 

コードやプラグが傷んでいたり、コン/ 
セントの差し込みがゆるいときは使用 Iv 
しない 

巧«•ショート•発义の巧因 

コードを傷つけたり、加工したり、巧巧に曲げた 
り、引っ巧ったり、ねじったり、たばねたり、 巧忌 
がにぶづけたり、里いものをのせたり、はさみ 
込んだりしない ^ 

コードび巧}«し、巧《 . 乂巧の原因 VV 

交流1 oovLu がの《巧は使用しない < r \ 

巧《 • 乂がの原因 

巧巧中は巧巧にふたを聞けない A 

やけどの巧因 

水につけたり、水をかけたりしない パ^ 

巧* •ショートの巧因 

东 An 蘭な 

巧巧□に手を tt れない 
ゃけどの巧れ 

巧に我幼巧にはあれさせない »««it 


お表示の例 


A 


0 


〇 


この紀ちはな* (を巧•■ちをさむ） 
を巧ず巧容びおることをちげるを 
のでず，図の中やぶ巧に冥な的な 
ま慧巧容びおか ri ていまず. 


このだちは巧止の巧為であること 
を巧げるをのでず，図の中やぶ巧 
に其体的な持止內容び巧かれてい 
まず. 


この18ちは行為を巧がしに D 衔示 
ずる巧容を吿げるをのでず，0の 
中やお巧に貝体的なお示巧容び巧 
かれていまず， 


A ま意 

水のかかるところや、义巧の近くでは/^ 
使用しない 'ey 

巧■-漏■の巧因 

む M 用のペースメーカーをご巧用の 
巧をは、本が品の巧用にあたっては、 

医師とよくご巧教ください 
本製品の動作びペースメーカーに R ■を A 

ちえることびあるため 

不巧をな場所やがに损い«巧の上では 
使用しない W 

义災の原因 

専用の巧びまむ外は巧用しない ^ 

巧お-巧巧動作の巧因 \ s > 

プラグを巧くときは、コードを持たず A 
に必ずフラグ部分を持って引き巧く V 
巧《•ショート•発义の巧因 

使用やや使用巧をは、巧びまや巧圧 ^ 
キャッブなどの巧涅がに«れない ^ 

やけどの巧因、 《*Wih 

巧にみめ風こは触れさせない 

コードを巻を取るとさは、フラグを A 

持っておこなう が 

コードびおたってけびの巧因 

本化を持ち巧ぶときは、フックポタンに 
触れない ^ 

ふにび拥いて、けびややけどの巧因 Oy 

おす入れは本体び冷めてか5巧う A 

再沼部に紙ゃけどの器れ ， F 

巧用時は、プラグをコンセントか5巧く A 
絶 li 劣化による巧 ■ ^ 

による义巧•やけど.けびの面因 フミミ • 

巧や家具の近くで巧わない ^ 

また、キッチン用収巧祖等を巧用ずる ^ 
ときは中に巧巧びこもらないようにずる 
巧巧または熱で壁や家具を儀め、巧を•巧おの巧因 


お願い 


•吸巧□-妍巧□をふさぐよラな場所 （K か5 
lOcmW 巧、じゅラたんやビニール巧、アルミ済 
などの上）で巧用しないでください。 

巧师の顯因にな D まず， 


• 興巧びついたまま巧わないで < ださい。 
aw •やうまく 
巧けない»因 

___ 巧が*とつホや 

レな〇»す* I [の*分 


質 



•ふさんやタオル!#、ふたを«つに巧胜で巧わない 
で < ださい。 

«を•否お • 巧(■の*!因にな0まず. 


■ 巧巧に巧いものを巧づけないでください。 

キヤジシュカード•自 M な化用を两努•カセットテーフな 
どの Kti ぴえるるれび巧0ます. 


>テレビ•ラジオ•インターホン•コードレス«ほの 
巧くで巧わないでください。 

MS や ra のち6つさの原因となる巧〇ぴ巧〇まず， 


■巧びまを匯火にかけたり■子レンジで如熱した0、 
«巧«巧おに使用しないで< ださい。 

巧ぴまとつ手び g おした 0. フッ*«顏びはぴれる巧因 
にな0ます， 


•巧飯やは八ンドルをなてたり、本化を待ち運ば 
ないで < ださい。 

黑巧が出てやけどの原ほにな0まず. 


■ 本が巧用に金属»のかな（アルミ活など）が入つ 
たまま巧わないで<ださい。 

餐お•巧师の历因にな D ます. 


II お巧いになる前に 
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さ部のなま无 


ふたをなめるとをはや巧巧を巧ず 

良 



ふた加输お就蒜訊 ぺ—ジ 


ふたパッキン 


巧びまとつ手 


八ンドル 

巧びまを本体にセットずるとをは、 
巧がまとつ手をこのな■に合わせる 


操作部 

ごード巧マーク从上は引さ出さない. 

プラグ 

しゃもじ受け取り巧け部 


付属品 


しやをじ 


しゃもじ受け 

本体のしゃもじ巧け 
巧0けけ巧に巧 D 付ける t 


封1カップ 
に旧） 



無統米用 

<グ1»—ン） 
の 170 mL 
(的1を） 


おほいになる前に をてみ爸 
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保温送がポタン 

巧«するとを、またはな通中 
にな ii コースの g 巧をしまず* 
吩16ぺージ 


時刻さわせポタン 

現な時巧•予の巧巧‘*し時 W 
をセットしまず， 

み 8. 14•ほぺージ 


予約ポタン巧が(巧細が)ポタン切ポタン 

(予のランブ） （巧 g ランフ） 

唉 14- 15ぺージ 


ま示部 


かさ分けボタン 

白米•無洗米のかきか 
たを a 巧します， 

〇1011ぺージ 


メニューボタン 

6»巧の fW メニュー 
を«がしまず. 

み12’13ぺージ 


ポタンに roj 、切ポタンに roj 
M 獻つけて目の不自苗な巧に巧して 
Bi して巧0まず. 


表示部 


(田は JIM 3 のためミての表ホぴ点打したな■でず •） 


樣巧保活ランフ ー 
おさえめ巧忍ランプ 


激麵!纖離 


广側瞄，ミ群魏熙<驟 


一と ブザーの巧0»えかた 


SN 


の 


•巧ぶ M おとかを上がりをメロディーでお巧らだしまず， 

•次の方;ちでメ □ディーの權章とほち及びブヴー巧切 DW そ5れまず，（工場出巧時はメ □ディー（權導）でず。 


保温^ボタンを巧ず 




予約ポタンを已巧間巧し統ける 
チ巧 


或 


巧5巧田 
巧しなける 


メロディー（額華い 
i 

メロディー(備） 

>►►ブ _ 


W つた窗に 
切え巧了 


巧みの音び 

«るまで li 

0巧ず。 




切ポタンを巧ず 


み 


お巧いになる巧に 
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現な時巧!のをねせかた 


参 • • • 


巧巧の巧備 


時れは、至巧によ D 1 ヶ月にの120巧技ずれることびありまず。ずれているとをは、切下のを顚で巧な 
時刻に合わだてください。 


^ 例）«な、そ巧8:30分で、表示び午後スミフのとを々午前と午後を田違えないようにしてくださし、。 


ぶ 


フラグをきし込む 




つぷ巧 


または' r « l 巧 

時刻表示が病巧ずる 
まで巧ず 0 (的 0.5 巧面） 


••冷巧" 


•巧拓や、 f 呆巧中、予のやは 
時巧合わせびでをまだん。 


3 ノ および i で時刻をちわせる 




8•づ巧 


•ポタンを巧し!*けると、早を 
0にな0ます。 




(ポタン擁作巧、5巧で巧巧びなりに g わると、発了） 


早を0しない時刻さわせの操作 


巧に目のす目巧な方に C いた*!巧でず。 


時れ-予巧の時巧合わだは、む下の手扇で巧をりしない}§作方まに切り»えることびでをまず， 


早を0しない I •作ち巧への切えかた 


巧を0しない»巧方法での巧を時巧のをわだかた 


で 


•巧びまをセットした ttlSZ ? 巧ってくださし、。 


プラグを差し込む 


貪 


保温巧がボタンを巧ず 

=>ビジと W つて巧通になる 


す 


巧を分けポタンを5秒巧巧し統ける 

ブヴーび巧く 8回«る 


す 


切ボタンを巧ず 

=»巧いさでビツと！•つて巧巧び切れる 


♦ぶ巧の操作に巧すとさを、巧じ方巧です。 
(このとを3の ブザーは 1回だけなります。） 

• r 早をりしない嫌作方法 J に切り«えると、 

各び W 下の巧用が巧に巧0ます • 

巧き分け:白米(ふつう）、«» メニュ ー: 巧込み 
予的，:午前6:00、チ的2:午後6:00、*し: 3 W 


1) プラグを差し込む 


す 


す 


「時 J または「分 J ポタンを5秒巧巧し 
巧ける 

ビッと*つて r 時則をねだ J のむちになる 


r 時 J および r 分 J ポタンで時刻を合 

わせる（ポタンを巧し巧けても早をりしません） 




4) かを分けポタンを巧し、時刻さわせを 
お了ずる 

ビッと晒って時刻さわだび巧了 


•時巧をわなやに、巧巧ポタンを 0.5 巧 M 
巧ずと、ブザーがビビッと«つて、午後0:00 
(正午）になりまず。 

♦モの時巧-*し時面を爱えるときにを、ポタン 
を巧し g けてち早を0しません。（それに(がは、 
14,巧ページの嫌が方まと同じでず，） 


♦巧巧は12,13ページをお照 


/ «) f 百萄で3カツフのお米を巧くとを 


三 


1 ) 付属の計屋カップで 
^ お米をはかる 

♦すりきり1巧び的1日 Om し(約1合）です， 

♦無巧ザは米用れ■カップでおホをはかる。 
ずりをり1杯び抗1 70 mL (的1合)でず. 


Xl^OW^ X 巧 


^ お米を研ぐ 


おず、水巧いをして巧からかき 
巧だ、お米と水をなじませる* 
にごる塌合は•ずすぐ， 



V たつぶ D の水でヴツ 
とか5巧だ，水を 
鬻旱<»てる。 


の r 研ぐ一巧い巧す J 
巧く 0おし，水がを 
れいになるまでホう， 


■十かこ巧い巧してください. 
(おこげが化巧たり、ヌカ興くなる 

W 邸 

■ななて篇などホ值わないでくだごい • 
<フジ J !5 猫醒びはびれる»田） 

>無ホ米ご便用のとろ、水を入れた《, 
«くか sa せてお米と水をなじま 
だてください. 

»痛み炎ご使巧のとを.水巧入れて 
にご0び強い場さは H くずすいで 
<ださい • 


メニューにちった水位 
目盛で水如巧をずる 




無巧米は*!巧によって水如滅 
び PI な D まず•水の練を目安に 
お巧みで水姐減して < ださい。 



(1.0 L タイフの！■る) 


■お米は平5にな5し，水平なとこ 
ろで水扣減してください. 

(なさむ6の應因） 

•お3■は®わないでください。 

(ぺちゃつをの原因） 

• アルカリ度の*い水で巧*すると 
ごはんぴ蘭交した0,ぺちゃつい 
た0ずる場合が巧0ます. 

•水の目な rtt •ふつう •《 (すし） J は 
目巧の水な arc ず. 

ホお w こよつては rw (ずしりの水の 
目 CB よ 0 C にかなめ、 r れ I の水の目 
B よ0•にか W 。 尚旧!してくださ 
レ、 


、4) 巧がまを、本がにセット 
ずる 

々巧びまとつ手のの■を》交に 
合わせて < ださい。 



W 知；; 1W 


•巧びまのまわ 0. 底の水巧 R 巧 
をふを巧って<ださい， 


5) ふたを巧めプラグを 
差し込む 


♦H 

•ふたぶ }! MS ‘ ■圧キザッフぴつし、ているか g かめてくださし、 
•ふたは r カチッ J と髓がするホで.ゆっくりと11»こ巧めてくだ 
さし、， 

プラグを連し込むとさカチッと«びしたり > 义巧びでる!■をび 
巧 OS すぴ，インパーター因 H に巧•ずるためでぶ！•ではホ 
0ません. 


ずぐにかく場合 
10ぺージ参照 


gji メニ：!一巧なく場合 
12ベージ參病 


チ約して巧く！•を 
14ぺージ * 照 


«してか5巧く場を 
: ほぺージ参照 


ごはんをか<前に 


現を時刻のさわせかた 


i 




1 ごはんを巧く巧に 


8 


9 


































































ごはんの巧をかた 


白米/無洗米 



切ポタン 


保温巧がボタン 



— 

厂 、 

そが 

巧巧> 

巧 


moom 

し、： — 



巧巧容置と巧を上がるまでの時巧の目巧 


ホ■巧100 V • 室通20で.水ミ glB で.水如«はふつラの水位 J # の場を 
ミが fi 時曲は、■圧•至 g • 水31 . 水如減.お米の»巧などによ0塞わり*す • 



宙上/な这/おこげ/ル*力 


JJ かき分けの設を内容を 


巧誘ずる 



10»巧の巧を巧けび»がでをまず • 


白米 

白米 -11 上 
白が•巧宙 
白米-おこび 
白米-か》力 


mm 

痛洗米.《± 
無が米•快速 
無洗米-おこげ 
無;鱗.か電力 


■フラグ巧*し込むと、巧 
巧 a 巧されている巧を 
分けの投ちを«示します • 


す K 

• •—•••-••つ 

•い U 


<m> SSI ザ MR されている場ろ 


ごとに切りります • 


■©を巧して、かをがきおの•ろ V , 

けを*巧してください。 WjaztfiSJrUuf 


g が •してくだれん , 

• (2» aW 8*) 


参点 « が S 巧しているな《巧けです， 

• なさ巧けは一度技巧すると • 次回もその Ift をを 12 情しています • 
眉采 1 および 面茨菊 の [ 巧巧〕は旧 • しまだん。 

巧回はまたはに興〇ます . 


2 ソか巧（再加熟）ボタン 

をがず 




メ □デイー(ブダー）び助って、 
巧巧びはじまりまず 



( ra ~ 


^0 


回示び的 3 巧で残時 M <«>» 毋》 40 巧の《■を 

« 示に * わる . 

參 S 示巧に巧 5 上び〇ホでの g 巧 ■( 目安）を . 巧 m ので « 巧します , 
巧を上びりまでの巧 Rg 巧 

• 表巧する«巧«は目ちであ0、巧を巧け-水 * などの条な 
によ 0. 実 m これ g が#わるまでの時 K と RS がをじる場 
をが巧0ます.また，8示するな巧田)は巧曰田じ時 n には 
な0まだん. 

• 本体祈 B かし ua 合などは > な時 MS 示が化なし W 合が巧り 
ます， （ 81 を時巧の « 巧にな 0* す • ） 巧 ■! ランフぴななし 
てし vn ばれ施中です . 

• ii 常みめにかいていると、たかこ少なめにないた D. 巧宙 々 g 
をすると » 巧商表遠中で单めに切 01 •わることび巧り 
ますが巧晦では友 0 ません . 





参 ft 時曲の巧巧はしないで<ださい， 

においや交をの巧因にな D まず， 

權摩が通のとさ . 12時曲まで 

おさえめ巧通のとを…24時田)まで 
参な巧中は，ふたの巧«•ふたパッキン•巧びま 
につゆびつをまずび、ごはんの6度を巧ぐた 
めでぶ卿では巧0ません。 


• ほぐさないとホ巧な巧巧を巧ってベタごいた 0 田まること 
ぴ $0 まで . 

• 巧を上びったごはんの中巧 » ぴ . ややくぼんだ 0 、巧がま 
に » れている度巧がやね 5 かくなることび asD まず，これ 
は晒〇ぶ熟の巧 ft で . 巧びま a 化が巧熱し.ごはん巧つつ 
み込んで巧を巧げるためです， 


ごはんがなくなった S ない）を巧し、プラグを巧<。 


S i •よ 斗* 

g こけ} 

IM &K MM&tP 請 ft 


< フラグを巧いた巧*》 


|| ごはんの巧をかた 



























































































ごはんの巧をかた•巧およ 




@ 



切ポタン 



ま1 ) おこわは、[おこわ J の水の目*で水ぶ減し巧込みを*んで 
かいて < ださい， 

ま 2) S ごはんん r 巧づを米 J のザの目 B で水ぶ減し、巧込みを a 
んで巧しぶくださ化 

を 3) 巧巧ちがは巧巧玄ザ1に巧して白米2の W ろで巧用してくだ 
ごい，また巧»を米の稽»によつてはなぞ上び0びかために 
なつた0、やわらかめになる場るが巧0ますので > お巧みにぶ 
0水な M をしてください， 

ま 4) かづさ米は. r かづを米 J の水の目 B で水ぶ»し•玄米を s ん 
でかし、てくだをい. 


ま 5) ごはんの膽さの目巧:巧わん1巧で的20 Og 
ま 6) みやごはんか5の！■ろ, m 巧枉度»くな0ます • また. 

入れる H によってをみか在わ D ます， 

ま 7) 5巧ぴゆを巧く!■もお炎の■巧的半分にしてくださし、 


©QW 


ごはんの巧をかた ，遣ゴ 5 g 
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巧込み/巧巧を米/玄米/玄米びゆ/接巧/おかゆ/おこわ/«ごはん/がヴを米 


メニューボタンを巧し 
て、健康メニューを激 R 
ずる 

% 

V 

- 

■戶づ巧巧して、 ， lo.irinil 

施するメこ： 1- 

巧 g 巧してください。 - 一ー ニ こ：' 

巧すごとに切り tf わります， ' 

•巧がしているメニューびな g しまず， 

♦ポタンを巧ずとな込み一発巧を米一を米一を 
米がゆ一推巧-おかゆの順に巧ずごとに切0 
»わ0まず。おかゆの次は巧込みに巧0ます， 
•ポタンを巧ずと巧回お巧いの宙康メニューび« 
示されまず， 

、 J 

^ か ffi 谓如熟）ボタン 

メロディー（ブザー）び咱つて、 

1 巧巧びはじまりまず 

> 

参むろしになると巧を上ぴ〇までのな時 M 巧巧示しま 

ず， 

J 

,3 ; 巧き上びりメロディー（ブザー)び 
抽 つたら 

ずぐに、ほぐず 

- 

参巧ちランブびななした5でをあびりです， 

でを巧びつた5、なるベ < お夕めにお召しおが0 
ください。 

•巧康メニューの巧*はしないでくださし、 

(変色や、においの原ほ） 

' - ん 

ごはんがなくなった5 む® を巧し、プラグを巧く。 P 迸盛召な 

(フラグを巧いた巧慧） 

•巧巧中のごはんや、巧やごはんで作0まず。 
♦乂の巧〇にくい貝を入れるとさは、おらか 
じめ火を a しておいて<ださい。 

♦レトルトパックのリゾットのあたためにを 
巧が でず。 

:与ぶ 

たまごがか トマトとツナのリゾット曲が巧 

(作りかた23ぺージ） （作りかた22ページ） 


ごはんの巧をかた 
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ホ約巧巧のしかた 


の！したち WWUOrt では予巧。で S * なん-すぐにな ■! を»めます* 
•ミ！•か tt 込みはホのか i しないでくだをい， 

々予巧は1 2 BMBW 巧を目安にしてください. 



[場 tt 巧巧は 1予灼 1 1 に午巧6 : 00、 r 予約 到 に午後 6 : 00が 
2ツトされていまず， 


H) を灼りに巧を上が0時巧を午前7:30にホのずる！•ち"'^ 


ホのでさない時拍（すぐにな癒を»める） 

なさ巧けメニュー 

«• メニコー 

メニ：!一 

脱巧 fl か！3 

メニュ- 

夕な毋 

105。 

1が。 

ド05。 

1が。 

白 3 K 

wm 

58巧 

W 

68巧 
un 

堯巧ちザ 

1- - 

60« 

un 

68分 
m 

61巧 

75巧 
on 

白* 

極上 

wmiki 

105« 

tm 

127巧 

105分 
m 

127巧 
tm 

ちホ 

11 Q » 

，が 

白ホ 

一 tt > 

49« 

tm 

59» 

can 

- R 4 

51巧 
W 

的巧 
tm 




白ホ 

JSC げ 

6 W 

m 

晴 

un 

玄がびゆ 

120» 

im 

1250 

0^ 

63巧 
an 

73巧 

UA 

白米 

60分 
tm 

6欲 

おかゆ 

77が 

im 

85巧 

. づが 

際 

63巧 
tm 

70» 

tm 



現な時刻びさつていることを巧巧 
してか5 

予約ボタンを抑して 


モ約1を進ぶ 


♦お巧 時巧は午前と午 娜ツ .して ください • 
• を巧す巧に 




1 漫し晰 II 

601 ホ巧 1 午 « 

•& 冯 G 

.••霞■ザタン AI * して <だ《い. • 

••• ( 

^2 巧餐魚 


の表示にかわ0まず. 

参巧き巧け投ぞ (10-11 ぺ 一 y ) または ft * メニュ ー ttJE (12- 
13 ページ）を«技してくださし v « 


ちわせボタンを 
巧して巧を上が0 
持刻ををわせる 


» f *•、は1巧ので. 

\ «) は10分摩ので進みます • 


印 


夕61午！！ 

巧 3 D 



♦巧し!*けると. 早を りになります， ’ / s ミ 

参一度むットしたチの時巧は.交 g するまで松 n していまず. 
♦す«と午後を«違えないようにを■[してください • 

♦ポタンを巧さないでいると「な館ポタンを巧して < ださい J びな g します • 


参ブヴーび mo 、モ的ランフび 
な口 • 

•予のの巧〇满しは(^«ソを巧 
してください ，一 


mm 


ホ巧1午前 

叮お 


々ホ■の響含.巧さ上び 
♦巧周にセットするときら，るがチのした時*!巧》示 
田じ■額で巧います， 


します， 


参 巧灼リ巧約 g に セットしに W « は.交 g しなし、 R り.化■しています， 

参次回か5はで fwn か 円巧^ を a びく社)を巧 T 
だけでセッ KC さまで. 


食べたい時刻にかを上げるとを（モ約か巧) 


ごはんの巧をかた 


ホ巧巧巧のしかた 
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お米を浸してか6なくとを（活しか巧) 



♦ g しやの選 fi を規 a し、お米にザを巧巧 
巧わせてか5巧き化めます* 
g ず時 n の目安は■場30巧泛度、を堤 
60 巧桂度をおずずめしまず， 

チ約な g との«をなはでをまだん。 


^k-pM'-'hknm 


• A や圃巧巧の入るものは g し巧飯をしないで 
くださし、（な»してラまく巧けないため） 


^ 例）60分’；！してか5巧く« 合^ 


モ約ボタンを符して、 

• を巧ず巧に 

ajH 

3 •つ 

••ミネ。 

■••蒙 ■!( ♦ン ♦师し T < だれ 

i 漫し時却を進ぶ 

序研]-巧词一味 u«nl 

V _ 

M 況こかれりが， ** ^ IMbRif ) 

参巧を巧けのぞ (10-11 ページ）まには健康メニュー投定 (12- 
13 ページ）を度巧してください， 

♦灌しは前回セットした谢«を E 1 I しています • 


^ 時刻をわせボタンの 
田を巧して浸し時間 
をさわせる 


fSW 


一6^分 


にの 

• ミみ。 

>••»■< (♦シグし T < だ<1、_" 

••.な 555^) 


♦巧す巧にむ下の順で、10巧摩 
化で巧田びかわ0ます. 

3 CW - 40巧 一50巧 

^—— 2 CW - ，〇巧 
の！■に g 示びか。0まず， 

•ポタンを巧さないでし化と rttii ポタンを巧してくだごしりかな!し：す • 


@ 巧巧(再如觀)ポタン 

を巧ず/店 不 r 



巧6 (巧沉熱）ポタンを巧さないと 
»し巧度は拉巧でをません。 


参ブヴーび!麵〇,予巧ランプぴ 

船. 


固 


♦巧*を M 佑すると、巧飯ラン楽»し中はなさ始め*での 
フびななしまず， «時 W を巧摩ので《示し 

ます. 


I ごはんの巧をかた 
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巧温に o いて • • 




おさえめ巧通 


* ごはんの通巧を周期的に下げて、巧燥を防ぎまず。 
このため、ごはんの温巧がほく巧じるときびありま1 
び異常ではありません。 


の 




保温中に保温選が 
ボタンを拥ず 



•おさえめ巧 g やは巧めの il 度で巧 il しまず*ごはんの il 度が 
巧く g じる巧は、おなみに応じて两扣熱してくだごい.（權 
夕巧 X やの6巧-おさえめ巧 S 中：灼10巧） 

♦ I おさえめ巧巧 g 巧すると•巧回もそのなぞを拉11していま 

で. 

参おごえめ巧 g やは.つゆがふたの巧俩.ふたバッキン.巧が 
まにつをホずび，ごはんの巧 fit を巧ぐためで巧(•では巧0ま 

参もう一度^を巧すと. aw のな選に R 0 ます. 

♦« 示度に巧 ana 時曲を Oh 〜24 h まで1時 W 摩ぬで«示し 
ます，に5時面 1 U 上になると度な R 巧の表示にな0まず •） 


♦ぶ1!化> 

•おさえめ巧選の場合は> 24時 M までにしてくだごしん 
(においや空をの原因にな DS す.） 

• 化■や,においぴ如こなる場合は，お手入れり9ベージ)をして 
ください. 


巧温中のごはんの巧加熱 


* 保温中のごはんをさ5に沼めたいとき 


反 


ごはんをほぐして、 
平5にずる 


@ 保通中に巧 ffi (再加 

熟）ボタンを符ず 


•ふ… 

•ごはんの■は r 白米 J の水ぬ目のな3む下巧目安にし 
てください，（况熱ムラの原因） 



参な飯ランフがな減し.巧扣熱を巧いまず. 

参な度■獲など本体び熱いとち、または本体びホたいと e は. 
ブヴー妍 go 两ぶ熱でをません。 

参ぶ中で止めるとろは f の）を巧してください.’ 

保31に R すとさは、さらにを巧してください. 

(化 Ilia 巧 n は Oh から8示しまず •） 

♦が化 A 

•巧度を<0巧して R 泌熱しないでくだない. 

(巧缀やおこげの原因） 

■ホめたごはんの選めなおしはしないでください. 


ごはんの巧をかた E&gsB 


おいしく食べるひとくふラ 
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メ □ディー(ブヴ ー） が鳴って、巧巧ランプび消えた5再加觀終了でず。 
(標準保温や:約6分、おさえめ保温や:が110分） 


おいし<貪ベるひと<ぶ3 


お米は正しくはかる 

•お米は、必ず白米•なが米(功!巧に巧った巧属のれ■カッフではかってくだなし、。 
参れ■米びつは.巧属のれ■カッフの■と興なる場をび巧り，巧いかたによって 
は巧»びでることびありまず， 

かを上びった5ほぐず 

•お米は最巧の水をいち早 < ののしまず•ヌ々のにお参ほのほラからごはんをつぶさないよラに、大をく巧0おこずよラ 
いびつかないよう 1 C * 巧®水は手早く巧てましょう。 にほぐしまず • 余分な水分び谢ブ‘ふっくらおいしくなりまず • 

• fiP ぃだ後は > 水がをれぃになるまで十分巧いましょう。♦巧き上びつた巧、そのまま巧通ずる!■合でを必ずほぐしてくだ 

さい。 


おいしく巧くには^ 


手早く十分に研ぐ 



か■のごはんは 

♦ごはんの■がかな < なつてをたら、 
なるベ<巧びまの中巧に«るよラに 
してください， 

(巧燒やぺちゃつをを巧ざまず •） 


おいしく保温ずるために 

次の巧通はやめましよラ メモ 


♦ 12搏 niU 上の樣9巧湿、24時 nuu ： の •白米で12時曲を扭える巧 


おごえめが通。 

•みめたごはんの a め面しやごはんのつざ 
たし* 

♦しゃもじを入れたままの化 8。 

•白米10^ (巧込み.おこわ、巧巧ちホ、玄ザ、 
おかか>»巧など)のな通。 


g や*白米じ I がのごはんは> 
ラツフに包んでお:!1靡にな 
巧し、爾子レンジで*め直 
ずとおし、しく食べ5れます • 
参が«中をとさどさほぐずこ 
とびおいしさ巧巧つコツで 


•35 米をよく巧がないでかいたごはんのが& ず. 



• 3せづ《ホ 5かづ e 米 7巧づ S ホ 


♦分づき米とは、上旧のように、精米ずるときに栄 
巧巧したお米のことです， 

•3 分づを、5分づき、7巧づさとを r 分づを米 J の水の 
目巧で，«康メニューの r を米 J で巧いてくださいこ 

巧巧玄米とは 

•発巧を米とは、玄米を水につけてわずかに発芽させ 
たちので•ビタミン ’ S ネラル•貪巧臟 H が白米よ D 
み < さまれていまず， 

♦堯巧ち米を巧 < 場ちは，発巧ち米1に巧して，白米2 
の«をで巧せさわせ、 r 白米（無洗米）ふつラ J の水 
の目 ff (巧:発巧で米1カッフ•白米2カッフの時は • 3 
カッフの水の目 B に合わせる。 ） で水ぶ減し、健康メ 
ニューの(■発巧で米 J 巧 S んでないてください•また 
発夕玄米の穩3によっては、巧を上がりぴかために 
なつた0,やわらかめになる塌をぴ友0ますので、お 
巧みによ〇水泌減をしてください。 


水如減 

•おホの iiai やお巧みにをわせて水ぶ減巧して < ださい。 
参お巧みによっては「硬げし） J の水の目«よ0さらに少な 
め、 rWLi の水位目曲よりさらにみめ I こしてくださし、。 


新ホ 1 

水扣滅 

が (( iUfUK ) VO !)* の目 ■ 

«古策^ 

:扭 K(KMe) ふっ乂>«站畐 

» ■策 ! 


Eg 米 ! 

古来 ■ 

苗 ((<IUUI0Ct の水の目 ■ 

ft 巧麵 ' 

(幢入米） 


W お米！ 

が (wt«) ふ:。側細 • 


無な米とは 

♦ け R 洗米 J とは、ミそりず（巧びず）になけるお米のことで、 
着 ifl に精米した塌をに米巧の S 面に g る細かいヌカを巧 
りがいて巧りまず， 

• r 無ホ米 J の»ま•巧巧の穩9によってかさ巧が0に»が 
でる！•をびあ0まずので、水如«やお米の■はお巧みで觸 
H して < ださい， 

♦化城によって[無ぶ米 J び入手しにくし•をを友0まず. 
なぜおこげがでをるの？ 

なさ上びったごはんのホ分な水巧をと D . 香ばしさと J 1 巧を 
をみ出すためでず • おこげび巧になる方は、巧米のとを十分 
にお米をホい、ホヌカをよく «としてから巧いてくださし、。 
白米 W 5^^のごはんや巧洗米巧巧くとおこげびでをやすくな 
0まず. 


































お手入れ し 

•お手入れずるとをは、必ずプラグを巧き、本化びおめてか6巧ってください。 

♦ベンジンやシンナー、みびきが、たわし巧は巧わないでください。（表面を傷つける原因) 


しやもじ•しやもじ受け•扑■カップ M 本体 • ふた 


さ器用满巧を巧い、スポンジなどのやわ5かし化のでホう。 困くしぼったふろんでふく • 



ふた加熱板 


ふたか5はずして，食器用洗巧を巧いスポ 
ンジなどのやわ6かいもので巧い、水をふ 
を巧る。 



■はずしかた 


♦つまみ巧（田侧）の 
下«!に巧るポタンを 
巧しなび5手巧へ 
はずす. 

•ふたバジキンは、 
はサだホだん。 


■取り付けかた 

-フブク 



ぶふたバジキンび手巧 
俩にくるように曲0 
何ける. 

义クックをふたの切夕 
をに g し込み. 

3つまみ部（田側）を 
r バチン J と»ぴす 
るまで押し込む。 
つ*み g のでつばつた方び 
手 n にな 0 S す. 


つけちれて巧くことを巧ぐため、ふた沉熱 
巧を付けない.とふたび巧ま0ません。 

11 ^ 


•ふた谢熱巧は分解しないでください。 

• 食おたおやをお統い機は巧わないで< 
ださい。 


活ちセンヴー 


こび0つをびでをた5、巧かい巧ヤス 
リ （600* 程 8) に水をつけてこずり 
巧とし、固く巧ったふきんでふを取る。 



巧巧は、スポンジなどのやわ5かいをので洗ラ。 

外かは、巧って水巧をふを取0、水巧か巧がが着した場ちは 
中な满巧を巧い、ナイロンたわしで巧ラ， 



吸気 □• が巧口 


吸巧□-巧な□の 
ごみを»踪«での 
い巧る。 


• S おするとおいしく巧けなくなることび巧0まず，巧0巧いは 
ていねいにお顆いします。 

•フッ巧ぶ»をいためないために.次のことをお巧0くだない， 

巧•のしゃもじそ使う〇スフーンや茶わんなどを入れて況ねない 
巧は巧わない 巧側は、みびを访やたわしで巧わない 

• フッ紫彼廣は、ご使用により消巧しますので、大切にお使し K ださい。 

巧用中、をむ5びでをることびありまずび、なおや、衝を上 
の支 U •は友0ません。 

フッ巧巧 II は、人体に*はあ 0 ません。 



本体か5はずして、食お用 i 究巧を巧いスポンジなどのやわ5かいをのでなラ， 
■巧 圧キヤッブのはずしかた- 


ぶ本体から巧0はずします， 


のフックを因のように«く供して、 
キヤジフ本体をカバーか6巧ち上 
げるよラに巧05^しまず， 

キヤッフ本な 



■巧 圧キャッフの取りつけかた- 

①バッキンをカパーの满に入れる。 ぶキャジフ本体の A 巧をカバーの满に 

はめ B 方向にはめる r . 

因のよラに持ち > キャジフ本体を力 
バーの方向に巧さえつけ、フックび 
カチッといラまで巧さえつける。 


•フックは逆方励こ 
巧さないで < ださい。 



3調圧キヤ 
て、 度 ミ I 


ッフのや巧巧を巧さえ 
に g し込む， 


キヤジフ本体 


•キヤツフ本体は分 W しないでくださし、 




か込みごはん-がかや巧巧の後のにおいび巧になるとをには、 UTF の方までお手入れしてぐださい。 

リ 巧がまに水を入れる 

•水の■は J.0 しタイフでは r 白米(無な米) J の水の目のまで， 

1•日しタイフでは r 白米【無み米) J の水の目«2まで， 

ホ水む外（满规など》は巧巧に入れないでください。 

と） 的を巧して 

^ 白米快巧を进がずる 

杏 

1 ) を巧ず 


約20分程度経った6 © 

を巧ず 

♦巧了®巧は，巧びまやふた沉熱がびが < なっていまずので、 

本体びホめてからお滿巧巧て、水滴をふを巧ってください。 

参におし、によっ口ま、巧をに 3 ちないものもありまず， 


においか巧れに<い巧を 


現圧キャップ 


巧いかた 
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こんなとをは 


な巧ヴービスを巧巧される前に、次のおをお W ベください。 
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ポタン1•作でをない 

• 巧 il ランフが点的していまだんか？*-®を巧して < ださしん 

巧用中に含びする 

♦ r ブーン J と*びするのは.巧8【の熱を外へ巧びずためにフアンび因っているかろでず， 
•か g . »し.巧 ii 時は.[カチジ J または r ジー J と*がすることがお0まずぴ. 

[Ml ぶ熱の含で两巧ではち0ません. 

•巧度中は.■夕的に巧巧の出る a がしますび.«巧ではお0まだん， 

ホの時巧にかけない 

•巧巧谢がをって L 々か.そ打巧■(が FR . 说びさっ ru る MW してくだれ、一 8. 14ペー :; WB 

々度!拥化すると U の表示がまわる 

♦巧飯残時 M 巧致示ずるまでの田!，«示びまわ0まず. 

な曲度示が、一度に巧分 
道んだ0、止まった0して，時 
■どお0になけない 

•おいしくかき上げるために、る中で巧货田び塞わることび友りまず. 


• 本がが■白ん化きはモび化なしにとびあります.||康メニ^-は5|»|«1がでまだん。 

か度するとを、においびする 

•お巧め&、■巧に巧■するとさはにおいがする！■をび巧0まず，ごな用ととをにな<な0 
ますびなになる場さは19ページを參照してくだをしん 

ふたび田ま0にくい 
ふたが巧まらない 

•巧びまの» • ふたバッキンにごはん巧などびつ。ていませんか？ 

•ふた泌熱板は正しく®0巧け5れていますか？- 1 B ぺージ参麻 

•:••または饱«示になる 

•记«示のとをは@)を巧すと-:--にな0まず， 

W 在時巧をさわせなおして<ださい. 一8ページ參病 
• フラグを巧いて入れる巧にまたは MtJ 表をになる場ろは.本体に巧薩しているリチウム 
爾油の»をでず.フラグを»し这 C と.巧 g • 保通はでさますび.巧を巧巧定合わせないと 
予巧ぴできまだん.早めにお巧めになった g 巧由に電お交瘦をこ巧賴くださし、 

«巧部にこし 
«示した 

• 度 ft コードの巧用.たこ足 EJI などで ■ilMtE び H 斯こなくなった‘とをなどに S 示 
します.®を巧し、別のコンセントをお巧いくだごい。 

表巧巧に H } - «8を*示した 

• @巧巧しても«示び货巧«示に R 5 ないとを、没び度々 Hi - H 8 S 示になる 
とさは.お两い上げになった IE 柏岳にご巧技ください， 

フラグを»し込むとさカチッと« 
びした0、义巧びでる。 

• イン八一夕一回巧に巧電するためで巧卿ではありまだん。 


■10±のな巧 お圃ぺ いたださ、 その上で ご不奮ななび巧0ましたら、 お ■い 上げに なった) R 先巧などにご巧技ください， 
■巧がまび 空 巧- フッ鬻彼 »びはびれ に塌 ろは、 お貨し>上げに なった R 巧 巧などで新しく お 貢い巧めくだごし、 • 

■巧びまの巧巧 • 道胤!!入 2004¢6巧 

Mil A I . M ea ふ-—— -* V ムー ■ — =5 - T ~~ I 心' 二 - 1 - . '•一 


巧名 ! 

! 巧届 i ち 

1 « 望か M 巧 ■ m を. 

1 巧奋番巧 ' 

«望 ル亮 僅 巧 


RZ-CGIOJ : 9 y ； R ： RZ - CG 10 J < X ) l ) 7,35 OR 難?.000 R , RZ-CDIOJ タタ: R 2 で DlOJ ^ jOl 乙 .350^ (齡 7^000 R ) 
RZ - CG 18 J 巧巧:旧 ■ CG ，0 J < X )1 f 日 .4000 (がが，000 R ) i RZ * C 018 J 巧巧:甩で mSJOO ' 8.40 OR (燃け,00肝） 


巧用中、に 
なつたとを 


か度中 巧おや 予の(漫し）中 

巧 i« ■法.な g を «けます.巧 ifl« 巧、巧 通を篇 けます • 巧 an か、ホの （» し） 

(ごはんの 51 度に よつては、巧 巧を やめまず，） を R けまず. 



おかゆのポイント 


• 巧 * はせずに*お單めにお召し上が0< だ 
さい. 

• 時 M びたつとノリ巧にな D まず， 




がホのポイン 


• だし汁（スーフ）巧入れた5、よくごはん 
をほぐしてください， 

参 II はごはんと巧せずに、ごはんの上にの 
だてください， 

参巧*はだサに，お早めにお召し上び0<だ 
さい. 

• 時面がたつとノリがになりまで， 



炊たみのポイン 


• 水と«炼巧ををわせて水姐減し，よくかを 
巧せてください，巧»ずるとうまくかけな 
いことびあ0ます，（汁巧のみい典巧巧う 
とさは、汁巧を巧0,そのホと■巧科をを 
わせて < ださい，） 

参風は米の上ににげてのせ•巧せないでく 
ださい，（巧販のか込みの*で*かを巧せ 
る巧示び巧つてち«せないで < ださい，） 
• 予のか«•巧ぶはしないで < ださい，にお 
いや泛«の W 因にな0ます， 

• H の■はお米の■■の30〜50%び遍当 
でず，（お米1カップ巧につを具の■は 
45〜 75 g ) 

参水巧のいやずい*は.巧5かじめ义否通し 
ておさまず* 


<玄米びゆ> 

♦玄米おずろがゆ . 22ぺージ 

<Mt 巧 > 

♦トマトとツナのリゾット雇!！巧 . 22ページ 

参た*ご!！巧 . 23ページ 

<巧込み> 

♦巧巧ピラフ . 24ページ 

♦さごまいをと顾ごまのごはん . 25ぺージ 

<おかゆ> 

参 a びゆ . 26ぺージ 

♦ « 巧びゆ . 26ページ 

<菱ごはん•玄采> 

♦ 5 とろごはん . 27ぺージ 

参ひじさ入 D 玄炎ごはん . 27ぺージ 

<おこわ•すしめし> 

•ホ ii . 28ページ 

♦山巧おこわ . 28ベージ 

•すしめし . 29ぺージ 

♦石目ちらし . 29ぺージ 


巧 

い 

か 

た 


参この巧9集で巧用しているカジブは 

おホ（白米） . 1カツフ 0.1 日 L (の1を） 

お米（痛ホ米）•"…1カツプ 0.17 L (的1ち） 
その化の巧巧……1カツフ 0.2 L 
参この巧3集で巧用している靡のは 

Ikcal (キロカロリー） =4.2 kJ (キロジユール） 
ImL (ミリリツトル ） =lcc (シーシー） 


♦この巧理集に巧用しているスフーンは 



かをじ （5 mU 

大さじ (15 mL ) 

R •通 

58 

15 g 

しょラゆ-み〇ん 

6 g 

188 


68 

15 g 

砂麵 

36 

98 


巧巧集 
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玄米あずまがゆ 


■ s 米びゆ ■ 

巧巧 （4 人が） 

を米 . 

表ずさ . 


でき上び0目ち:が120分 
参1人分巧 130 kcal 


巧が^ 


. カツフ1 

. 30 g 

作 D かた 

1巧サをは一度ゆでこぼし、巧ししがで硬めにゆで、 
あずさとゆで汁とに分けてみましまず， 

ぶ玄米は« く巧い、リ、のゆで汁と水をぶえ「玄:米ぴ 
ゆ J の水ぬ目巧1に水沉滅しま 

ず， 

3ゆであずを巧のだ值»メニユ - 
の度塞瑟亟]を g び、巧™ポタン 
を巧しまず. 

去巧を上がった5,お巧みで tt 
巧沉えて« く巧せます， 



ワンポイント 

■ ビタミン B 1• ビタミン E • 度な慮巧などを 
みくるむ玄米を、食ぺやれ巧め'ゆでどうぞ， 

• 巧ずろの歷とゆで典合はお巧みで«»して 
<ださい。 


■巧 か ■ 


でを上びり目お:灼12巧 
•1 人分灼 300 kcal 


トマトとツナのリゾット風雜巧 


巧巧 （4 人分） 

巧 a 中のごはんまたはみやごはん . 300 g 

トマトの水煮（をな） . か1宙(2008》 

ツナ（宙巧•ノンオイル） . か1巧り 658) 

■玉ねぞ（みじん切 D ). ル巧 

A マッシュルーム（スライス》 . 6〜 8 fl 

.バター . 208 

スーフ（田おスーフ1但巧とく ）…… SOOmLSJK 

tt •こしょう . 少々 

バセリ（みじん切 0). か々 

作0かた 

①トマトの水煮は.汁を巧の宮器に巧0、トマト 
を IcmA に切って汁とちわだておをまず，ツナは 
汁巧を切ってほぐしておきます， 

?巧通中の場を旧 D ポタンを巧して巧；■を切0， 

残0ごはんに0で巧懲したトマトの水顺とスーフ 
巧入れてな.こしょラをし.»く巧せまず. 

み A とツナをのせ. U 度メニューの財を選び 
Ba 因ポタンを巧しまず. 

4でを巧びつたも篇になり，バセリをならします， 



咬 >為 


V ： 


ワンポイント 

■興やスーフの歷は、ごはんの■に巧わせて 
«巧してください， 

■巧販のレトルトパック!？を利用ずると、 
簡がにおいし<でさまず. 




玄米びゆ/巧巧 (括単•カロリ—ひかえめ} 


2 

8 


たまご絶巧 



ワンポイント 


•だし汁は[巧度の娩巧のをと 十 水】でをおい 
し < でさまず， 

• だし汁の■はごはんの■にあわせて腾節して 
<ださい。 

•すでに义の通った貝（おかずの g りななど）や. 
にらなどの义の ao やすい巧巧を入れてをお 
いしくできます， 


でを上びり目お:の6巧 

■ が 知 1 約 。 Okcal 

巧巧 （4 入巧） 

巧；！中のごはんまたはホやごはん . 300 g 

だし汁（水+巧ホだし1巧） . 400〜 450 mL 

とを玉子 . 1個 


作0かた 

!巧 a やの！■を旧!]ポタンを巧して巧«を切0、 
巧0ごはんぴひたひたになるよ0をかしみめに 
なる径*のだし汁を入れ、ごはん巧ほぐしてお 
をまず. 

去 M メニューの®®巧*び! SE ポタンを押し 
ます. 

:重でを巧がつた6、とき玉子巧まんべんなくかけ， 
«くかを巧だ、«に曲りまず* 












































































野菜ピラフ 



でを上がり目巧:約5汾 

■ か&み ■ •, 人分のが Okcal 
巧巧 （4 人分） 

米（うるち米》 . カッフ2 

ル玉ねざ（半分に切る） . 4但 

じゃびいを （1 cm 巧切 D ). 中1但 

にんじん （7 mm 巧切 0). 中!4本 

. グリーンアスバラガス （1 cm の S をに切る） 

. 3：¢： 

カリフラワ ー（ ル房に分ける） . lOOg 

ホールコーン（巧な•水巧巧をる）""カップ 
. グ U ンピース巧(巧拉•水巧巧をる)…カップ的 

ヴラダぶ . 大さじ2 

チキン スーフ . 200 mL 

«•こしよラ . か々 


作0かた 

ぶ米は研いでから、ざるに巧げて水巧ををって 
おさます， 

のフライバンでヴラダ巧大さじ1巧熱し、 A 巧さ 
っとげめ、巧く 《. i ； しようをし、巧に巧けて 
おをまず， 

(3) フライバンにヴラダ油大 
さじ1を熱し、ザびすを a 
るまでけめまず， 

がけめた米にチキンスーフ 
を放え r 白米度] J の水の 
目«2よ0ややみめに水況 
減し.«、こしようをしてからよく巧だまず* 
がをを上にのせ. M メニューの 巧5^ を S び， 
麽 E ポタンを巧しまず， 

6：かさ上ぴつたら、ほぐして巧に巧0まず， 



さつまいもと黒ごまのごはん 



でき上びり目お:灼が巧 

I か込み I •，人巧灼 BOOkcal 


巧巧 （4 人巧） 

米（ラるち米）…/. .. カッフ3 

さつまいを（をし、の目切 D ) . 2008 

，厢すりごま . 大さじ4 

A しょラゆ . 大さじ2 

>だし汁 .200 m し 

i& . 


作0かた 

中米は研いでか 5. ざるに巧げて水な巧をり、 
A に30分ほどつけまず， 

ぶをつホし、もは巧を摩くむいて、さしの目に切り、 
しばら<水にさらしてか6、水巧をきります， 
ぶふに水を沉え、 r 白米 J 
の水の目曲3に水沉減し、 

かさ巧せ、さつまいを巧の 

せます • _ 

4«メニ ユーの 
を a び、歴里]ポタンを巧し 
ます. 

古かを上ぴつたら、ほぐしておに曲0ます* 

















































































青巧がゆ 


できよびり目ち:的80分 

■ おかゆ ■ |^400kcai 


巧巧 （4 人分） 

米（ラるち米） . 

»むね巧（巧なし）" 
固巧スーフの累…… 
fR ねぎの*…… 
A Iしょラびの巧… 

B L しょラゆ . 

m . 

ft ねざ（し5びね定) 
白ごま . 


…カジフ1 

. 508 

. 1巧 

. か々 

. 少々 

…大さじ！ 
•ルさじ1 
ルさじ 

. か々 

. か々 


作0かた 

a なぺに麵巧をいれ、水3カジフと A を如えて义 
にかけ、鶏巧に义ぴ a つた5ゆで汁をこして研 
客なにと0まず，謂巧は手で巧かくさぞ、 B 巧ふ 
0かけて下は巧つけまず， 

を)ホを研いでか6、 r のゆ 
で汁をぶえ r おかゆ J の水 
ぬ目巧1に水如滅し、巧と 
スーフの索をぶえて«く巧 
だます， 

3^11歷メニューの 1おかゆ1 ホ 
a び、【泛屋]ポタンを巧しまず， 

すかを上びった5、1の*I巧を入れて巧せ、お 
に曲って、し6ぴねだ、白ごまをのだます， 




作0かた 

1 巧攝げは熱 j ■でぶ巧をしてか6、たんざくに切 
0ます， 

2玄米は«く巧い、ごみなどを巧り除いてから B 
巧入れて«くかさ巧ぜ、 r ち 
米 J の水の目巧3よ0ややか 
なめに水如減しまず， 

③ A をのせ.な度メニュー 
の巧双を a び.巧ポタン 
を巧しまず， 

みかを上びつた5,ほぐし 
て«に BO、 白い0ごまを握 D まず， 




巧巧 （4 人分） 

玄米 . カジフ3 

r 巧攝げ . : . 2接 

A をどしたひじさ . 80 g 

L にんじん（だん切 0) . 60 g 

f 巧 . 大さじ2 


B しょうゆ . 大さじ1!4 

'境 . かさじ1 

白い0ごま . か々 


でを上びり目安:巧90巧 
♦1 人分灼 460kcat 


麦とろごはん 



■ 巧込み ■ 


巧巧 （4 人分） 
米（ラるち米） 

巧 S . 

山す . 

r だし汁…… 
A しよラゆ… 
L み〇ん…… 
青の D 巧 . 




でき上がり目お:巧55巧 
♦1 乂分の 440kcal 


…カジフ2 
... カッフ1 
.…" 250 g 
•カッフ!^ 
…大さじ1 
•"かさじ1 
. か々 


ワンポイント 

•トツビングは、オクラのしょうゆあえや、 
ねざとわさび、た6こ、«巧けめなどお巧 
みのをの巧。 


ひじき乂〇玄:米ごはん 


作0かた 

1米と巧»巧なだて《 く研ぎまず， 

⑩ r 巧づき米 J の水の目曲3に水如減し、灼1時田 

j •しまず， _ 

3« メニューの OSS® を a び度国面ポタンを巧 
しまず* 

の A を合わだまず， 

巧)山ぞはが水につけなが6 
巧をむを.おろしびねでお 
ろし、すりなでよくず0、 

A をかしづつ加えてのばし 
まず， （A の■はお巧みでぶ 
減してください。） 

6巧に g ごはんを巧り、ぶのとろろ汁をかけ、青の 
0巧を度5します. 

ホ#の■は、おがみに巧じてカツブ!の M で調面し 
てくだご L 、 



I をが ■ 



S 樂 41 col と L 



鶏びゆ/青巧がゆ/麦とろごはん/ひじを入り玄米ごはん 


I 


巧巧集 
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iT 


% 


ホ巧 



■ か込み ■ 


巧巧 （4 人分） 
米（ラるち米）… 

をち米 . 

ささげ . 

« . 


でさ上び0目安:約50巧 
♦1 人がの 440 kcal 


""カップ 
.カッフ2 ’イ 

.50 g 

"•.かさじ 


作0かた 

K ともち米はさわだて研ざ、ざるに巧 I ずて水巧を 


ぶ*ともち 
きり巧. 


ワンポイント 

• ささげは•巧义で20〜如が硬めにゆでてください 
■水泌減したあとはずぐ巧いてください。巧 M が 
たつとささげび水を®つて.ラまく巧けないこ 
とびお0まず* 


を)ささげは一巧ゆでこぼし新しい水で硬めにゆで、 
ささげとゆで汁を巧けて冷ましまず， 

の① I こ、ゆで汁と水を如え、 r お 
こわ J の水の目曲3に水加滅し、 

なを入れてかを巧だまず， 

な)な)のなさげをのせ、值康メ 


'村なき上がつたんほぐして巧 
に曲0まず， 


山菜おこわ 


■ か込み ■ 


巧巧 （4 人分） 

米（うるち米） . 

もち米 . 

山なミ"ノクス（水规） 
油權1ブ . 

m . 

よつ 1¢ •••••••一" 

« . 

砂！* . 

白ごま . 


でを上び0目安:巧50分 
♦1 人分巧 620 kcai 


A 





作0かた 

;]} 米とをちホはをわせて研ぎ、ざるに巧げて水な 
をさ0まず， 

2油鄕げは熱 g で油巧をしたんざくに切0まず. 
山巧は水巧ををっておをまず. 

か i に A 巧入れて g くかを巧だ. 

水を如え、 r おこわ J の水化目 
曲3に水如減しまず， 

>2巧のせて* «康メニュー 
の 巧なる] ホ•び，麽 1] ボタ 
ンを巧しまず， 

を巧を上ぴった6、ほぐして 
巧に巧 D 、 白ごまをふ0かけ 
まず. 




おこわ/ずしめし 
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广 


ずしめ 



かき分け 


白 


米 


A 


B 


作0かた 
小 下ごし5え 

R 巧は•ふさんで巧いて巧れ 
を巧り、の0込みを4〜5か巧 
入れておさます， 

2水加減 

ホを巧いでかも r 白米度 J (ず 
し) J の水な目。3に水如 gK し、 
g 巧をのせまず • 

3なを分け r 白米 J にして巧度 i 
なき巧け r 白米 J を*び.歴巧 
ポタンを巧します， 

4 R をかける 

かき上がった5、昆巧を® 0 
出し、拓 W こごはん^移しまず • 
お巧みにさわせ、合わせ RA 
またはさわせ KB をを体にか 
けて切るように巧だまず， 

5ホます 

巧せて1分ほどしたら、ラちわ 
であおぎ > 人肌程度に冷まし. 
めれぶきんをがブておきます • 





でを上びり目巧： 

1人分の 420 kcal 


巧巧 （4 人分） 

ザ（ラるち米）……カツフ3 

S 巧 .15 cm 

[るわせ RA ) 

fR . がじ5 

か, . がじ1 

Ln . かさじ1巧 

【含わせが B ) 

R . 大さじ已 

け •. がじ2 

« . かさじ1» 


ワンポイント 

• をむせがは,巧みによ0«面してくだをい， 

• おか巧を巧ったおずしは、なさを抑えた〔合 
りせ KA ) もちらしずし•いな0ずしはなめ 
の【さわせ KB ) をおすずめしまず， 

■ ちわせがは> お巧みにぶ OA ‘ B のどち6か 
を夕儀して < ださい， 


五目ち5し 


巧巧 （4 人分） 

干ししいたけ . 8牧 

にんじん . 30 g 

干びょラ . 308 

だし汁……カジフ2 

砂糖 . 太ごじ6 

しょうゆ…大さじ4 
み0ん……大さじ3 

« . か々 

れんこん . 808 

だし汁 . 大さじ2 

K . 大さじ2 

巧糖 . 大ごじ！ 

«.. . 少々 


でを上びり目安:の45巧 
•1 人分約 WOkcal 


えび .10* 

きんし玉子 . 1 個 分 

木の穿 . 10後 

ごま . 大さじ2 

がでんぷ . か々 

肛しよラび . か々 

朱化に r すしめし J の巧巧 
び必■です， 


作りかた 

ぶすしごはんは「すしめし J で作りまず， 

がは【をわせ R 曰）にしまず， 

を水でちどしてちづをを巧った干ししいたけ> 
にんじんはせん切0にしまず，干ぴょ弓はなを 
みして巧い、やわらかくゆでてから 1 cm の ft さ 
に切 D まず， 

( れをを A で汁びなくなるまで煮つめまず， 





伴れんこんは巧切0にして R 水につけてアクを巧さ、 
«<熱 g に通して B につけておさまず， 

のえびは«そむいて W わたを取0,ゆでまず， 

( D のにのとごまを巧せ合わな、おに«つて®、の、按' 
でんぷ、きんし玉子、なしよ3ぴ、木の巧をします， 


ホ巧/山巧おこわ/ずしめし/五目ち6し 


I 巧巧第 
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化樣 


型 


1.0 しタイプ 


RZ-CG10J I RZ-CD10J 


1.8 L タイブ 


RZ-CG18J RZ-CD18J 


炊巧容 


9 


0.09し (0.5 さ)〜 l.OL 巧.5る） 


0.18L(1 合)〜1ぶしり升） 


巧 


巧 


交流10 0V 


定巧周波な 


己 0- 巨 OHz 其用 


消巧 
巧力 


巧巧時 


保巧時 


30W 

(おさえめ巧 8(09 •さ 26 W 


27W 

(おさえめ巧 iS の場さ 23 W ) 


34W 

(おさえめな iS の«を 30 W ) 


34W 

(おさえめ化 a の!さ 30 W ) 


ドの良さ 


l.Om 


巧 


27.2cm 


30.9 cm 


行 


30.3cm 


40.9 cm 


さ 


20.5 cm 


22.9cm 


置（巧さ） 


巧 4.4l<g 


約 4.2kg 


お 5.7kg 


巧 5.4kg 


ぁ照8時(平巧)の巧力は、まを時1時間友た0のな沿消巧! B 力でず，（ま忍20での«を> 

が「切 J のが抵での1货阳巧た0のミ肖巧電力は巧 O . SW でず， 

巧証とアフターサービス 


(ぶずお R み < ださい） 


■保証ま（裹表紙） 

保化«は、必ず r お巧い上げ曰•巧売店を J などの記入 
をおおかめのラえ、販売运か6受け取っていただを巧 
容をよ <おおみのあと大切に保度してください。 

♦保お期間はお貫い上げの曰から1年間、巧がま内面 
フッ巧彼巧は3年間でず。 

■補修用性能部品の保有期間 

QhJ ジャーの飯おの補修用な能部品の保ち巧 P 苗は巧 
造む切0を6年です。 

•補修用な腊部品とは、その商品の巧能を維持ずるた 
めにが夏な部品でず。 

■ご不明な点や修理に閲するご相談は 

授理に巧ずるご巧お化びにご不明な点は、お货い上げ 
の化売店またはおぶ < の曰立ま巧品のお客待ご談を □ 
-抬ま (3 1ページ)のな□にお巧い合わせください。 

■ご乾居されるときは 

ご拓居によ0、お苗い上げのお巧店のアフターヴービ 
スを受け5れなくなる巧合は、前をって巧売店にご巧 
談<ださい。ごお居巧での曰なのま巧品取の居を巧か 
させていたださまず。 


■修理を依巧されるときは r 持込修理 1 

にんなときは J (20 ぺージ）を巧べていただを、 
なお巧巧のあるとをは、スイッチを切0コンセン 
卜からフラグを巧き、お巧い上げの巧売店に俊巧 
をご巧巧ください。 

♦保証期間中は 

修理に巧しましては、保な需をご巧示ください。 
保な»の規定に従って巧売店がお理させていただ 
さまず。 


参保証期間び過ぎているとさは 

修理ずれば使用でをる巧さには、ご希望により接巧 
をせていたださまず。 


■修理料金の仕組み 
修理料を=技巧料+部品代 


巧のお 

が曲した巧品を正巧に巧沒ずるための巧をで 
ず。巧巧巧の人な巧、巧斯巧育巧、巧を tt 器等 
投化巧、一巧管理巧巧びさまれていまず， 

班品代 

化巧に使用した部品代をでず • その化巧理に 
け巧する巧が巧をまむ餐合を巧0まず。 


仕樣/巧証とアフタ—サ—ビス 
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曰立家電品のお客様ご相談窓口一覧表 

(まな巧巧 K 品の表示に閒ずる公正な争紙的による巧示） 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、転居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓口にご巧驗くださし、。 

修理など アフターサービスに 
関するご相談は 

TEL 0120-3121-68 

FAX 0120 -31 21 -87 


商品情報やお取り巧いに 
ついてのご相談は 

TEL 0120 —3121-1 1 

FAX 0120-3121-34 


—般ご相談窓 □ I を巧旦じついてのご意見やごを望は各 i 也区のお客様相談センタ-へ 


担当化城 

98ま巧ち 

巧を化 

化巧道化区 

01 1-833-5088 

化《巿白お区東化な2を4一 1一10 

巧化化区 

022-232-5088 

仙を巿宮巧野区巧巧1一1 一4 5 

段!束-甲なお地区 

03-3834-8588 

を柬区束上巧 2 —7 — 5 (曰立ま巧上巧ビル） 

中が地区 

052-795-5088 

をを屋巿な山区巧ず巧5 9【曰な家巧巧ず山ビル） 

巧西化医 

0 7 8-4 3 1—5 0 8 8 

巧戸巿束な区甲巧巧1 一3 — 8 

中国化区 

082-231-5088 

広 ft 巿西医巧を巧巧 1—7—17 

四国巧区 

0877-47-1 088 

巧出巿が田巧4 2 8 5 - 1 4 3 

九州-•沖巧巧区 

092-281—5088 

巧岡巧巧を区を运巧7 — 18 (访夕巧辺ビル） 


♦ご巧技在口のをな.用を《巧は巧*じな々ことダあり S すのでご了ホ < ださい U -03A- 


愛情点検 

| g 巧ご巧用の画ジ V - か g 器の拓巧を/ ♦画ジで一か献8の) ig 用は!肋巧め巧巧期助は.»58巧巧り沒6ホでん1 

の 

こんなな巧はち0ませんか 


‘ ぉ R ぃ ] 

♦フラグやコードぴ巧撕こなくなる。 

♦コードに«占りし\ていたり.ふれるとした0しなかったりずる. 
参こげくさし、におし W ずる。 

♦か巧中ほ巧のフアンが回っていなし、。 

♦その他の巧巧•が W ぴある。 

► 

巧»や事ぶ於止のため.スイッチ 
巧巧0コンセントからフラグを巧 
き巧巧店にご g 巧ぐださい。巧巧- 
修强こついての II 用などなししに 
とは巧巧店にご相は <ださい。 


0日立ホーム&ライフソリューション株式会社 

テ 105*84 10巧巧が巧区西巧巧 2* 150呂巧ほ03 (350 呂 ）21 11 
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日立 IH ジャーげ飯器保証書睡蜀圖 

化が脚脚的に化巧ぶ Ml ! 巧.本かラベルホの化を巧きじしたがって史常な巧けけた巧で化州していて 
れ R した i 4^なじは、本巧お巧內巧じもとづきお巧い h げの化巧巧が無巧巧巧いたします。 

おない上げの n から下がの期けリ内に化巧した ift たは、巧おとよ#をお符ちいただき、お巧い上げ 
の販ぶ1^^じ巧巧をご化柄くださぃ。なお，巧おをお巧いたげのお巧的（な巧中化化）やメー々一へ^ 
ぶけした A なのぶ巧ずはわぞ巧のれがとな0ます。 


1ぉぉぶ 


巧お打い上げ《 

巧扭巧阳 

、ドぶ 年 n H 

本が：1年 

巧びま巧*フッ: 3年 

1み;!;ホを 

ご化巧 

ご巧わ 

が 

1《3[巧适| 

化巧 

巧ゎ 

ボが 


糾刖 i じだ人のない場なはみ幼となりまずから必ずご#なください。 

し化化脚 IH 1 内でも次のような巧かこは巧巧な巧となります。 

(イ）使用上の巧り、ミたはなぶや不当な巧巧じよるめ»ミたは批 W 

(口）わ巧い上げ法の成ド、かっ g し.輪ぶ夕じよるめ冉ミたはが巧 

(ハ》乂化、化 «. 朱巧.«ぶ，その他の犬化地金.公巧や W 常かむこよるめ»または巧な 

(二）取从のの【ことう巧して巧用された巧なじ化じため»または 

(ホ）表巧 H 1 じ巧 HI されで年:じため巧または抑化 

{へ）本 g のごなホがない場か- 

け） 本かこ巧わ. おない上げ年リ EJ , おが»わ、 II ぶおおのだ人のない4合> みかがザかを巧き♦えられた場を。 
けけおの A いかたをした場なの巧がま内がフプホ彼 R のふくれ、はがれ.蛮色.色むら.«も 
•を««のおたま.スプーン.ななて ». な； B などかたいものを人れたり，«ッた)#た。 

•内がまをおチ•人れの巧じを«たわし、ナイロンたわしなどを使用した W な： 

•わ巧 W 中れ巧がむ外の化《やなむクいザーなどを使った場分 
•内がまの中でホを使った場な 

•む求れが(みそ汁,カレーけ巧のホみや饮込んごはんなど)のが化をした4た. 

W ミない h げ巧の麻ドや輪ぶなどでじたへこみ 

•その值化巧ぶ明巧.本体化けラベルなどのだ6サ嘶こそわない使 V 、かたをした)*な： 

2. このがなじついて山化巧巧をごホタの ift なじは，化巧じだ-する义巧を申しるけます。 

3. ごお W の場たはが IW にお巧い I •.げのおな巧じごが化ください っ 

4. W がな夕で本巧に拍人してあるわ打い上げの曲ぶなじ巧巧をご化 « じなれない A な!こは化巧ぶ明るの 
31 ページの日な夕)£おご扣なおロー R ぶをご K のうえ、お近くのお口じご相なください。 

5. 本巧は巧巧巧いたしませんのでお失•しないよう大切じが巧してください。 

6. 本巧は H 本阳巧じおいてのみかがです。 Effective only in Japan . 

♦この巧化巧は本巧に明ホした期間.ホけのもとにおいで無巧巧巧をおめかするものです • 
したがってこのが巧巧じよってわ巧化の法巧 I •.の推がをか j 肤するものではみりませんので、が 
化期削お巧巧のか巧巧じついてごす明の場たは，お巧い卜.げの化•巧がまたは巧化お W # の31ぺ 
—ジの n な/家巧が I ごがぶを U —おまのを U にわ問いなわせください。 

化化期刚巧ぷ後のな巧.«な化竹.化が,||もの化か似脚【こついで巧しくは> 化巧ぶ明»をごなください。 
巧巧メモ 


#曰なホーム&ライフソリューション巧式され 

f 105-8410 巧巧が港区西巧橘 2-1 5-に >提 （03)3502-21 り 
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出片王- vr — 巧巧谦巧を班盘 






















